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　ぶつぶつ　　発責者　田中　誠土

六月の本山行事
★釋空満地蔵尊水子供養法会

日時・六月二十一日　日曜日　

受付・八時、法会開始予定十時半

場所・本山　遥拝殿
今年で二十八回を迎えます当山の「釋空満地蔵尊水子供養法会」ですが、右日程にて執り行います。

　当山で言うところの水子とは、数え年七歳までにこの世を去った、自身の子はもとより、自分の兄弟姉妹をも含めて言います。

　別紙申込み用紙に記入の上、面接時受付または本山まで郵送にて受付けます。（前日必着）

　代参供養は後日、供養の証の品を返信致します。

　猶、供養料　一万円志納にてお願い致します。

▼管長面接がお休みの地区
　大阪地区・大牟田地区・武雄地区・北九州地区の会場はお休みします。

▽その他の地区・本山・別院は通常通りの開催です。

★あじさい供養（金運上昇の供養）
　今年のあじさい供養のあじさいの数は、二本です。何色でも可。
床の間のタレ壁の裏か押入れの中などの、室内から一見出来ない所に、紫陽花を紅白の紐で縛りドライフラワーを作るように下げる。その下に月に一度、お塩と霊酒を供える。これだけで金運アップです。

★終活相談
終活という言葉をご存知でしょうか？テレビや雑誌などでお聞きだとは思いますが、人生の終焉活動の略で、つまり自分が死んだらどうして欲しいとか、何がどこに有るなどの情報をエンディングノートに残して置くことです。但し、エンディングノートは遺言書のように法的拘束力はありません。
▼そこで大事だと思えるものを表記してみましょう。

①預金通帳の数と印鑑の存在を表記しておく。（出来れば一つにまとめておいた方がいい）
②各種加入保険の数と受取人の確認。

③年金や健康保険の種類の確認。

④不動産等の名義人の確認。

⑤借金の有無の確認。

　（相続の場合、負の財産も相続することになりますから大事です）

⑥延命治療の可否確認。

　いま、思い付くものでこれぐらいは最低家族等に通知して置くべきです。この内容は現実的な要素ですので、知らせて置かないと遺族が後々苦労します。
▼ここまでのものは実生活上、本人の意志でやろうと思えばすぐに出来る事です。しかしここからのものは、こうして欲しいとリクエストしても充分に叶う保証はありません。それは本人が亡くなってからの事です。

　つまり、通夜・葬儀に始まり、納骨・お墓問題、年忌法要などの供養の問題です。これは本人がリクエストをしても、その通りにはいかない事が多い様に思います。ではそのリクエストが叶わない理由とは何なのか考えてみましょう。
●自分の通夜・葬儀
これは当然自分では段取り出来ません。喪主になる人を中心に、その家族の事情によります。例えば、故人は生前、「自分の葬儀は家族葬がいい」と言っていたとします。しかし故人は生前、社会的な地位にあり地域社会のお世話も永年勤められた人が、家族葬で収めようと考えて、その時はそれでいいと思ったら、葬儀の翌日から自宅に弔問客が絶えなくて、家を空ける事が出来なかった。
　こんな事なら、故人のリクエストは聞かずに普通の葬儀をしとけば、一回で終わっていたものをと、話を聞いた事があります。

　つまり、遺族には死んでまで精神的経済的に迷惑をかけたくない思いで、小さな葬儀の家族葬と思ったのでしょうが、そこが判断ミスだったのです。

　浮世の義理人情は、まだまだ残っているのです。また、喪主になる人の社会的地位も関係します。そこが判断の難しいところなのです。
●骨の行方
またこんな話もあります。「自分の骨は、海に散骨してくれればいい。墓など不要」と夫がリクエストしていたので、奥さんはそれを叶えなければ夫は成仏出来ないのではと思い、海に散骨してくれる業者を探し、散骨をしたのはいいが、船をチャーターしたり散骨の為に焼骨を粉砕したり、大変な手間と経費がかかり、こんな事なら普通にお墓を建てた方が安く済んだのにと言う話を聞いたことがあります。
　これも後から、大変な思いをしたと言う失敗のパターンではないでしょうか。これらは何故失敗と思えるパターンになったかを、考えなければなりません。
▼ひとつは、マスコミで報じられる言葉に惹かれた所です。家族葬・直葬・自然葬・樹木葬・海洋散骨等など言葉にすればきれいな言葉が並びますが、言葉は知っていても内容を理解していない人がほとんどでしょう。
　このように、亡くなってからの事を知らなすぎるのが原因です。

▼この世の中タダでは死ねない
　この事をよく知っておかなければ、簡単に死んでは行けません。人が亡くなればどんな手順を踏まなければならないか記述してみます。
▼病院で死亡の場合
（病院以外の場所は事件性がないか警察沙汰になる事が多いのでスムーズな流れではいかない）死亡診断書の作成・医療費の精算→葬儀社依頼→遺体搬送→役所手続き（死亡届・火葬許可書などの諸手続き）→葬儀打合せ（祭壇の規模・棺・骨壷の品定め・返礼品の数など）→僧侶手配（布施・戒名料は別途）→通夜・葬儀→火葬場・拾骨→墓地・納骨堂へ納骨→法事
　このような流れが一般的です。そしてこれらほぼ全部が有料なのです。だからタダでは死ねないのです。

▼地獄の沙汰も金次第

　この言葉を聞いた事はあると思いますが、地獄とはまさにこの事です。あの世に往く前に、この世で精算をしなければ往かせてもらえないシステムなのです。だからこの世が地獄です。
　子供たちに迷惑をかけたくないとよく聞きますがそれは無理です。ではその迷惑をどの程度にするか、それを次号で考えましょう。　　　　　合掌
